
  

                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月の行事予定 ふれあい月間 
詳しい時程については、学年だよりをご参照ください。 

日 曜 行 事 予 定 日 曜 行 事 予 定 

1 木 都意識調査（5年）読み聞かせ（４年）安全指導 16 金 ブラインドサッカー（４年）魚沼事前検診(6年) 

2 金 委員会  ５時間授業（全）※委員会は6校時 17 土   

3 土   18 日   

4 日   19 月 全校朝会 色覚検査（４年希望者）魚沼移動教室（６年） 

5 月 全校朝会 体力テスト始 20 火 魚沼移動教室（６年）  

6 火 カウンセラー全員面談（５年）  21 水 魚沼移動教室（６年） 

7 水 ４時間授業（全）児童集会 避難訓練 クラブ※５校時 22 木 B時程５時間授業（全） 読み聞かせ（４年） 

8 木 QU調査（３-６年） 読み聞かせ（１．２年） 23 金 ５時間授業（全） 

9 金 ４時間授業（全）  24 土   

10 土   25 日   

11 日   26 月 全校朝会 ５時間授業（全）   

12 月 全校朝会 いきいき週間（始～１６日） 27 火 音楽鑑賞教室（5年） 

13 火 都意識調査（４年）  28 水 ４時間授業（全） 

14 水 かごめ班遊び ４時間授業（全） 29 木 読み聞かせ（１．２年） 

15 木 水泳指導開始 読み聞かせ（５年） 自転車安全教室（３年） 30 金 ４時間授業（全）  

               

 

 

令和５年６月 １日 

文京区立駕籠町小学校 

校長 矢部 明美 

 

ふれあい月間について 

生活指導主幹 萩原 咲弥香 

 

東京都では、いじめや不登校、暴力行為等の問題行動の未然防止や早期発見・早期対応等につなが

る具体的な取組を推進することを目的とし、６月と１１月を「ふれあい月間」としています。本校で

は、６月、１１月、２月に「学校生活についてのアンケート」や「スクールカウンセラーとの全員面

接（５年生）」の実施を予定しています。 

学校では、子供たちが集団で生活しています。人が集まれば、気持ちのすれ違いや 感情の衝突が

起こります。そのようなトラブルやもめごとは、どの学級でも起こりえます。それらが起こった時に

は、事実を聞き取ったり、相談をしたりしながら解決に取り組んでいます。どの子供も、健やかに育

ってくれることを願い、いけないことはいけないと指導をするとともに、一人一人の子供の心を大切

に受け止め、安心して生活できる場をつくっていきます。この機会に、自他の生命の尊さや人への思

いやりの 気持ちなどについて話し合う機会を設け、 規範意識や正義感を育てていきます。また、相

手の気持ちを理解することにより、いじめを防止することにつなげていきたいと考えています。 

ふれあい月間を通して、自分の行動や友人関係を振り返る時間をとり、いじめ等の未然防止、早期

発見に努めております。この期間は、ご家庭でもお子様の学校での様子を把握できるよう、いつもよ

り学校や友人に関わる会話を増やしていただけると幸いです。そして、日々のお子様の様子などで何

か気になることがございましたら、各担任までご相談ください。今後ともご協力いただけますよう、

よろしくお願いいたします。 

  

 

 

令 和 ５ 年 度 

学 校 だ よ り 
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『学びを紡いでいく児童の育成』を目指して 

研究主任  

 駕籠町小学校では、学校の教育目標及び校長の学校経営方針を踏まえて、児童に確かな学力を育成するた

めに以下のような授業実践を積み重ね、児童がより深い学びに向かうことができるよう、絶え間ない授業改

善を行っています。 

１ 確実な見取りの積み重ねと評価（ねらいを明確にした授業実践と、学びの過程における児童の変容の記録） 

２ 問題解決に向かう学級づくり 

（児童が自ら課題を設定し、解決する意味や価値を見出すことができる学びの場づくり） 

３ 指導形態の工夫（目的を明確にした交流の場の設定と、交流の場における学びの成果と課題の把握） 

４ 個の学びと集団の学びのバランス 

（年間のカリキュラムを見通した個別最適な学び・協働的な学びと授業改善） 

５「分からない」をそのままにしない 

  （学習の進め方を自ら調整していくことができるような、発達の段階に配慮をした指導・助言） 

 令和３年度より「学びを紡いでいく児童の育成」を研究主題として、研究を進めております。今年度も、昨

年度に引き続き、体育科・国語科・生活科・社会科の研究授業における、他者との関わりから自らの学びを深

める「協働的な学び」に重点をおいて、議論を深めております。継続して研究を行ってきたことで、児童が思

いや願いをもって学習に向き合う姿が見られるようになったり、自ら課題を立て、見通しをもって学習に取

り組む姿が見られるようになったりしました。今年度も、児童の学ぶ姿をつぶさに見取り、児童の思いや願

いを大切にした研究を進めて参ります。 

みんなの力が集まった運動会 

体育主任  

『力を合わせ 笑顔かがやく 運動会』のスローガンのもと、子供たち一人一人が運動会を楽しみな

がら、精一杯頑張りました。本年度は、全校競技の大玉送りも復活し、みんなの力が集まることの素晴

らしさを感じることができました。各学年の発表が終わったときには、自然と拍手が起こり、子供たち

も達成感を味わうことができました。当日までの、子供たちの体調管理等ご協力いただき、ありがとう

ございました。 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 


